ビジネスナビゲータ
令和7年12月8日

職務経歴等

１　本委嘱業務実施についての考え方　　
　次の3題のうちから1題を選択し、論じて下さい。＊1520字以内（40字×38行　10.5pt）
【問題1】
都内で家電や雑貨のプロダクトデザインを請け負ってきたデザイン会社であるX社（従業員12名）。受託デザイン業務の収益不安定さを解消するため、自社の企画・設計力を活かし、都内の金属加工工場と提携して、初の自社ブランド製品「スタッキング（積み重ね）収納できる純チタン製アウトドア調理セット」を開発した（製品は完成済み）。
本製品は、X社の設計ノウハウにより、鍋・フライパン・食器をわずか3cmの厚みに収納できる新規性と、提携工場の高い技術による耐久性・軽量性の優秀性を有している。審査会では、ソロキャンプ需要の高まりと、デザイン性の高いギアを求める市場性に合致するとして評価され、11月に支援製品に採択された。
しかし、X社は工場を持たないファブレス企業であり、営業担当も不在である。社長がアウトドア専門店や雑貨チェーンの本部へ提案に行ったが、「商品は面白いが、御社のようなデザイン会社が安定供給できるのか」「製造委託コストが乗っているため、掛け率（卸値）が厳しい」と難色を示され、商談がまとまらない。
企画と品質には絶対の自信があるものの、流通業界の商慣習に疎く、販売パートナーを見つけられずにいる。
　あなたはビジネスナビゲータとして本製品に対し、どのように販売戦略を立て、販売拡大のために、どのように支援していきますか。
ニューマーケット開拓支援事業の目的が、「本事業の利用により、支援先企業が、独力で販路拡大活動を実施できるようになること」であることを念頭において、自身の経験も交え、支援プロセスをステップごとに示し、記述してください。
（※X社は架空企業であり、本事業の実際の支援企業とは関係ありません）

【問題2】
ロボットコンテスト優勝経験を持つエンジニアたちが設立したX社（従業員8名）。深刻化するインフラ老朽化と点検作業員不足を解決するため、人が入り込めない狭所や高所を自律走行できる「インフラ点検用クローラロボット」を開発した（製品は完成済み）。
　本製品は、独自の磁気吸着機構により、垂直な鉄骨や配管を自在に移動できる新規性と、誰でもゲーム感覚で操作できるUIの優秀性を有している。審査会では、2024年問題（建設業の時間外労働規制）やインフラ維持管理という社会的課題に対する市場性と解決能力が極めて高いと評価され、支援製品に採択された。
　X社は当初、このロボット自体を「1台300万円」で販売する計画を立て、大手ゼネコンや点検会社に売り込んだ。しかし、「高額な初期投資は稟議が通らない」「万が一、現場で落下事故が起きた時の責任が取れない」と敬遠され、販売実績はゼロである。
　技術力は認められているものの、保守的な業界慣習に阻まれ、ビジネスモデルと価格設定の見直しを迫られている。
　あなたはビジネスナビゲータとして本製品に対し、どのように販売戦略を立て、販売拡大のために、どのように支援していきますか。
　ニューマーケット開拓支援事業の目的が、「本事業の利用により、支援先企業が、独力で販路拡大活動を実施できるようになること」であることを念頭において、自身の経験も交え、支援プロセスをステップごとに示し、記述してください。
（※X社は架空企業であり、本事業の実際の支援企業とは関係ありません）

【問題3】
創業35年、通信機器の組込ソフト開発を行ってきたX社（従業員20名）。建設現場における事故防止と労務管理の効率化を目指し、作業員のヘルメットに装着して生体データと位置情報をリアルタイム管理する「現場見守りIoTデバイス」を開発した（製品は完成済み）。
　本製品は、独自の省電力通信技術により、トンネルや地下などの通信困難エリアでも安定してデータを送信できる新規性と、粉塵や衝撃に耐えうる高い堅牢性（優秀性）を有している。審査会では、建設業界の深刻な人手不足と、厳格化される安全管理ニーズ（市場性）に合致する即戦力製品として高く評価され、11月に支援製品に採択された。
　しかし、X社はこれまでシステムの受託開発が主であり、建設業界への販路を全く持っていない。社長が地元の中小工務店数社に試験導入してもらったが、本当にターゲットとしたい大手ゼネコンやインフラ工事会社にはアプローチできていない。
　展示会で名刺交換したゼネコン担当者に連絡を取っても、「現場の安全基準（ルール）に適合するか検証が必要」「実績がないものをいきなり現場には入れられない」と慎重な反応をされ、具体的な商談に進めずにいる。
　あなたはビジネスナビゲータとして本製品に対し、どのように販売戦略を立て、販売拡大のために、どのように支援していきますか。
　ニューマーケット開拓支援事業の目的が、「本事業の利用により、支援先企業が、独力で販路拡大活動を実施できるようになること」であることを念頭において、自身の経験も交え、支援プロセスをステップごとに示し、記述してください。
（※X社は架空企業であり、本事業の実際の支援企業とは関係ありません）
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※会社・所属・職位等、職務内容・実績について、行を追加の上、切れ目なくご記載ください。


